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校長稲熊良彦

創
立
五
十
周
年

記
念
式
典
を
終
え
て

早
春
の
候 、
同
窓
会
員
の
皆
様
に
は

ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す 。

平
成
十
二
年
十一
月
九
日
（
木）
田

原
町
総
合
体
育
館
に
お
い
て 、
多
数
の

来
賓
の
方
々
や
同
窓
生
を
お
迎
え
し 、

盛
大
且
つ
厳
粛
に
本
校
創
立
五
十
周
年

記
念
式
典
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た 。
こ
れ
も
偏
に
同
窓
会
員
の
皆
様

を
は
じ
め 、
在
校
生
の
保
護
者 、
地
元

関
連
企
業・
団
体
等
多
く
の
方
々
の
お

力
添
え
の
賜
物
と 、
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す 。

振
り
返
れ
ば 、
平
成
七
年
十
二
月
に
創

立
五
十
周
年
記
念
事
業
準
備
委
員
会
を

発
足
さ
せ 、
新
た
に
平
成
九
年
六
月
に

は
実
行
委
員
会
を
組
織
し 、
創
立
五
十

周
年
を
二
十一
世
紀
へ
の
飛
翔
す
べ
き

大
き
な
節
目
と
意
義
付
け
ス
タ
ー
ト
し 、

平
成
十
年
か
ら
の
募
金
活
動
に
つ
い
て

混
迷
が
続
く
ミ
レ
ニ
ア
ム
の
世
紀
末

か
ら 、
希
望
と
期
待
に
夢
膨
ら
む
新
世

紀
を
迎
え
ま
し
た
が 、
同
窓
生
の
皆
様

に
は
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す 。

さ
て 、
昨
秋
は
同
窓
生
の
皆
様
に
ご

出
席
い
た
だ
く
中
多
数
の
ご
来
賓
を
お

招
き
し
て 、

本
校
創
立
半
世
紀
の
節
目

を
祝
う
記
念
式
典
を
盛
大
に
挙
行
が
で

き
ま
し
た
こ
と
は
大
変
有
り
難
く 、
心

か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す 。
こ
こ
に 、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す 。

農
高
に
赴
任
し
て
よ
り 、
片
時
も
頭

を
離
れ
な
か
っ
た
周
年
事
業
を
無
事
終 守

同
窓
会
長
あ
い
さ
つ

は
同
窓
実
行
委
員
と
渥
美
町
・

赤
羽
根

町
・

田
原
町
・

豊
橋
市
の
各
地
区
委
員

三
百
余
名
の
方
々
を
中
心
に 、
支
部
組

織
を
い
か
し
た
精
力
的
な
ご
活
躍
を
頂

き
ま
し
た 。
ま
た
多
く
の
同
窓
会
員 、

P
T
A 、
地
域
企
業・
団
体
の
皆
様
に

は
記
念
事
業
の
趣
旨
に
快
く
ご
賛
同
を

い
た
だ
き 、
早
い
時
期
に
予
算
的
な
足

固
め
を
で
き
ま
し
た
こ
と
は
記
念
事
業

を
推
進
す
る
上
で
大
き
な
原
動
力
と
な

り
ま
し
た 。
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す 。

こ
の
よ
う
に
皆
様
に
支
え
ら
れ
な
が

ら
五
年
間
に
わ
た
り 、
記
念
事
業
の
推

進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た 。
お
も
な

行
事
は

一
、

記
念
式
典

二 、
国
際
交
流
事
業
基
金
の
創
設

三 、
体
育
館
の
緞
帳
の
新
調

四 、
記
念
誌
と
同
窓
生
名
簿
の
発
刊

五 、
庭
園
の
整
備（
校
門
を
含
む）
で
す 。

平
成
十一
年一
月
に
体
育
館
の
緞
帳

が
新
調
さ
れ 、
十
二
年
五
月
に
は
校
門

及
び
周
辺
の
庭
園
整
備
が
完
了
い
た
し

ま
し
た 。
自
然
石
の
校
門
は
二
十一
世

紀
に
幾
多
の
若
人
を
育
み 、
送
り
出
し

て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う 。
母
校
を
訪

れ
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
是
非
ご
覧

下
さ
い 。

記
念
誌
と
同
窓
会
名
簿
に
つ
き
ま
し

て
は
平
成
十
二
年
十
月
中
旬
に
発
送
を

完
了
い
た
し
ま
し
た 。

え
た
今 、
や
っ
と
肩
の
荷
を
降
ろ
し
た

安
堵
感
と
共
に 、
過
ぎ
去
っ
た
光
陰
が

懐
か
し
く
回
顧
さ
れ
ま
す 。
そ
し
て 、

節
目
が
重
な
る
私
に
は 、
皆
様
に
人
生

の
花
道
を
飾
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
て 、

忘
れ
難
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た 。

終
わ
り
に
臨
み 、
G
D
C
交
流
の
近

況
を
ご
報
告
し
て 、
私
の
職
責
を
果
た

し
た
い
と
思
い
ま
す 。

―
つ
は 、
姉
妹
校
の
G
D
C
が 、
来
る
八

月一
日
を
以
て
「
We
llant
Co
llege

 11
 

ウェ
ラ
ン
ト

カ
レ
ッ
ジ」
と
校
名
変
更

し
ま
す 。
理
由
は
四
つ
の
学
校”

①
 Florens
 College
 11
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
カ

レ
ッ
ジ

②
 roen
 College
 11
フ
ル
ン
カ
レ
ッ
ジ

恩
roene
Delta
 College
 11
フ
ル
ン
ネ

デ
ル
タ
カ
レ
ッ
ジ

④
 Midden
 Nederland
 11
ミ
ッ
デ
ン
ネ

ダ
ー
ラ
ン
ド

が
統
合
し
て 、
オ
ラ
ン
ダ
最
大
の
農
学

校
に
再
編
さ
れ
ま
す 。
し
か
し 、
本
校

と
の
交
流
事
業
は
引
き
継
が
れ
ま
す
の

で
ご
安
心
下
さ
い 。

も
う―
つ
は 、
オ
ラ
ン
ダ
の
教
育
大

臣
と
農
業
大
臣
が 、
昨
年
末
に
G
D
C

を
訪
問
さ
れ
ま
し
た 。
理
由
は 、
在
日

更

｀ 
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国
際
交
流
事
業
と
し
て 、
オ
ラ
ン
ダ

王
国
フ
ル
ン
ネ
・

デ
ル
タ
・

カ
レ
ッ
ジ

と
の
姉
妹
校
提
携
は 、
平
成
九
年一
月

協
定
書
調
印
に
は
じ
ま
り 、
既
に一二
回

の
相
互
派
遣
に
よ
る
交
流
が
行
わ
れ 、

本
校
生
徒
三
十
名
が
オ
ラ
ン
ダ
を
訪
れ 、

研
修
を
行
い
ま
し
た 。
ま
た
オ
ラ
ン
ダ

か
ら
も
三
十一
名
の
生
徒
が
渥
美
農
高

を
訪
れ 、
在
校
生
は
も
ち
ろ
ん 、
地
域

の
小
学
校
や
農
家
な
ど
に
も
出
か
け
交

流
が
行
わ
れ
ま
し
た 。
国
際
交
流
事
業

基
金
の
創
設
は
本
校
創
設
に
携
わ
っ
た

先
輩
諸
兄
の
意
志
を
引
き
継
ぎ 、
将
来

に
わ
た
り
郷
土
の
繁
栄
を
願
う
若
人
の

育
成
に
あ
り
ま
す 。
目
標
額
を
大
幅
に

上
ま
わ
り
達
成
で
き
ま
し
た
の
も
皆
様

の
ご
理
解
の
賜
物
と
感
謝
申
し
上
げ
ま

す 。
こ
の
交
流
事
業
が
よ
り
長
く
継
続

さ
れ 、
ま
す
ま
す
絆
が
強
く
な
り 、
お

互
い
の
学
校
及
び
地
域
の
発
展
に
寄
与

す
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す 。

以
上
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に 、
こ
れ
ま
で
の
ご
支
援
と
ご
協
力
に

対
し
ま
し
て 、
あ
ら
た
め
て
実
行
委
員

一
同
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す 。

最
後
に
同
窓
生
各
位
の
ご
活
躍
を
ご

祈
念
い
た
し
ま
す
と
と
も
に 、
今
後
も

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す 。

オ
ラ
ン
ダ
大
使
館
農
務
部
農
務
参
事
官

ト
ク
ソ
ペ
ア
ス
氏
（
記
念
講
演
を
依
頼

し
た
方
で
す）
か
ら 、
三
年
間
に
わ
た

る
農
高
と
の
姉
妹
校
交
流
の
実
績
が
本

国
に
報
告
さ
れ 、
そ
の
成
果
を
直
接
視

察
す
る
た
め
で
し
た 。
い
ず
れ
に
し
て

も 、
G
D
C
の
渉
外
担
当
者
ハ
イ
フ
ン

氏
か
ら 、
最
上
級
の
表
現
で
感
謝
と
お

礼
の
便
り
が
届
き
ま
し
た 。

こ
れ
も 、
皆
様
方
に
国
際
交
流
基
金

を
創
設
頂
い
た
お
陰
で 、
近
い
将
来 、

G
D
C
へ
長
期
留
学
し
た
後
継
者
が
E

U
域
内
の
資
格
を
取
得
し
て 、
世
界
に

羽
ば
た
く
こ
と
も
夢
で
は
な
い
と
思
い

ま
す 。ど

う
か 、
同
窓
生
の
皆
様
も
積
極
的

に
姉
妹
校
交
流
事
業
に
参
加
頂
き
ま
し

て 、
在
校
生
と
共
に
広
く
見
聞
と
研
修

さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す 。

今
や 、
新
生
農
高
は
大
き
く
変
貌
す

る
時
を
迎
え
ま
し
た 。
引
き
続
き
変
わ

ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

う
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す 。

積
年
に
わ
た
り
物
心
両
面
か
ら
支
え

て
頂
き 、
誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た 。
お
礼
ま
で 。

: 餓鱈霞網罷螂瓢

生徒誓いのことば

記念式典
1 開式のこどば

2 国 歌 斉 唱
3 物故者追悼
4 創立50周年記念事業

実行委員長挨拶
5記念事業目録贈呈

6 感謝状贈 呈
7 受賞者代表挨拶
8 来 賓 祝 辞
9 来 賓 紹 介
10祝 電 披 露
11生徒誓いのこどば

12校 長 謝 辞
13校 歌 斉 唱
14閉式のこどば

「
聡
明
な
る
知
的
な
働
き」
の
意
味
を
持
つ
働
き

蜂
の
精
神
を
基
に
は
や
半
世
紀 、

平
成
十
二
年
十

一
月
九
日
に
田
原
文
化
会
館
に
お
い
て
約
三
百
名

の
列
席
者
を
お
迎
え
し 、

創
立
五
十
周
年
記
念
式

典
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た 。

式
典
で
は 、

実
行

委
員
長

鈴
木

守
氏
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た 。

五
十
年
の
歩
み
を
話
さ
れ
本
校
教
育
の
た
め
熱
意

を
注
が
れ
た
先
生
方
に
対
す
る
敬
意
を
表
す
と
と

も
に 、

募
金
事
業
に
ご
協
力
頂
い
た
皆
様
に
厚
く

お
礼
申
し
あ
げ

団
比r

ま
す
と
述
べ
ら

-．．．．．．

 
1

れ
ま
し
た 。

•
•
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そ
の
後
来
賓

祝
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が
行
わ
れ
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平
成
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よ
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校
交
流

．
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G
D
C

の
理

事

-
m

．

式

長
で
あ
る
メ
ー

ネ
ン
氏
が 、

姉

妹
校
と
し
て
の

今
後
の
あ
り
方

と 、

渥
美
農
業

高
校
の
益
々
の
発
展
と
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す

と
述
べ
ら
れ
記
念
の
絵
画
を
寄
贈
さ
れ

ま
し
た 。

続
い
て
生
徒
誓
い
の
こ
と
ば
を
生
徒

会
長
粕
谷
君
が
校
長
謝
辞
を
稲
熊
校
長

が
行
い
ま
し
た 。

謝
辞
の
中
で
校
長
先

生
は 、

記
念
事
業
目
録
に
対
す
る
お
礼

と 、

食
料
と
環
境
の
時
代
を
二
十一
世

紀
に
迎
え
る
に
あ
た
り
農
業
の
重
要
な

役
割
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
姉
妹
校

で
あ
る
G
D
C
の
交
流
を
通
し
て
活
力

あ
る
人
材
を
養
成
し
た
い
と
述
べ
ら
れ

ま
し
た 。
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メ ーネン理事長

GDCから俳句額が贈呈されました

る

事

年目年協数行雰終式りにがわ歌
こに行のと力のさ囲始典ま響会れ斉最

と終事年いで方れ気厳中しき場 ‘ 唱後
が了をにう二々 ‘ で粛はたわ全歌がに
です無周節千の多進な ‘ ゜ た体声行校

き
ま
し
た 。

農
業
の
世
界
で
は 、

二
十一
世
紀
を
迎
え
様
々

な
問
題
は
あ
り
ま
す
が 、

農
業
生
産
全
国
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
を
誇
る
渥
美
半
島
に
あ
る
農
業
高
校
と
し

て
常
に
新
た
な
挑
戦
を
す
る
気
持
ち
と 、

自
然
環

境
に
優
し
い
農
業
を
目
指
し 、

こ
れ
か
ら
も
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す 。



愛知県立渥美農業高等学校創立50周年記念事業 広報版 2001年（平成13年）4月号

削立50周年記念事業会計決算報竹
本校同窓会員ならびに PTA会員をはじめ地域の方々には、 50周年記念事業にご理解とご協力を賜り深く感謝申し上げます。昨秋の記念式

典が盛大かつ厳粛に執りおこなわれ、働蜂の精神を地域に知らしめたことは記憶に新しいところです。また、記念事業として、姉妹校派遣研修
をはじめ、体育館の緞帳の設置、校門の整備がなされ、日々成果に敬意を表するものです。

さて、平成 13年2月2日に開催されました、愛知県立渥美農業高等学校創立 50周年記念事業第 9回実行委員会にて、創立 50周年記念事
業会計決算報告ならびに監査報告の承認がなされましたので、ここに報告いたします。

つきましては、関係諸氏のご努力に感謝申し上げますとともに、今後ともご支援を賜りますことをお願いいたします。

愛知県立渥美農業高等学校創立50周年記念事業会計決算書

1. 収入の部（単位：円）

科 目

1 同 窓 会

2 p T A 

3 般 寄 付

4 特 別 寄 付

5 借 入 ＾ 並6 補 助 金

7 雑 収 入(1)

合 計

2. 支出の部（単位：円）

科 目

1 I総 務 費

庶 務

会 議 費

渉 外

記 録

旅 費

21行 事 費

式 曲/-.. 

巫又 付

案 内

接 待

記 ＾ 、―~―’' 

講 演

農 高 祭

PT  A協賛費

31事 業 費

国際交流事業

体育館用緞帳

庭園 整 備 費

募 ＾ 孟

活 動

記 メふぶ 誌

同窓 会 名 簿

特別功労者

感謝状贈呈者

記 A 、―と―’ハ 品

その他事業費

41予 備 費

予 備 費

借入金返還

ノ己 計

収入決算額

支出決算額

差 引 残 額

当初予算額

55,050,000 

5,500, 000 

10,000, 000 

1,800,000 

1,529,042 

゜6,120,958 

80,000,000 

当初予算額 補正後予算額

3,500,000 5,100,000 

1,000,000 1,500,000 

500,000 800,000 

500,000 700,000 

1,000,000 1,500,000 

500,000 600,000 

3,500,000 3,900,000 

600,000 700,000 

200,000 300,000 

150,000 300,000 

300,000 350,000 

1,500,000 1,500,000 

500,000 500,000 

250,000 250,000 

70,000,000 83,000,000 

26,510,000 31,700,000 

6,000,000 4,950,750 

9,000,000 10,049,250 

4,000,000 4,000,000 

17,640,000 17,640,000 

6,000,000 7,360,000 

100,000 

゜250,000 600,000 

500,000 700,000 

゜
6,000,000 

3,000,000 3,000,000 

1,220,958 3,000,000 

1,779,042 

゜80,000,000 95,000,000 

愛知県立渥美農業高等学校創立50周年記念事業実行委員会
98,459,439円

79,010,609円

19,448,830円

補正後予算額 収 入 額

58,000,000 60,974,000 

6,000,000 6,310,000 

25,000,000 27,150, 000 

1,934,000 1,934,000 

゜ ゜1,500, 000 1,500,000 

2,566,000 591,439 

95,000,000 98,459,439 

流 用 額 予 算 額 支出済額

5,100,000 1,590,906 

1,500,000 891,237 

800,000 426,585 

700,000 9,250 

1,500,000 238,104 

600,000 25,730 

3,900,000 2,597,985 

100,000 800,000 756,700 

300,000 189,186 

300,000 248,899 

100,000 450,000 431,915 

△ 200,000 1,300,000 326,931 

500,000 428,354 

250,000 216,000 

83,000,000 74,013,134 

31,700,000 31,700,000 

4,950,750 4,950,750 

10,049,250 10,049,250 

4,000,000 3,952,438 

△ 640,000 17,000,000 9,369,671 

7,360,000 7,120,224 

゜ ゜600,000 234,068 

640,000 1,340,000 1,107,349 

6,000,000 5,529,384 

3,000,000 808,584 

3,000,000 808,584 

゜ ゜゜
95,000,000 79,010,609 

摘 要

同窓会会員

PTA会員・教職員（前及び現）

協賛者（同窓会名簿広告料）

国際交流寄付金

同窓会積立金より借入（支出項目より返済）

田原町より受入

祝儀・預金利子・同窓会名簿販売

残 額 摘 要

3,509,094 

608,763 趣意書・領収書・案内状等事務経費

373,415 各種会議・会場費等

690,750 資料収集・接待・謝礼等

1,261,896 記録撮影(VD)・記念写真等

574,270 各種会議・打合せ等旅費

1,302,015 

43,300 看板・装飾・会場敷物等

110,814 看板・装飾・名札・リボン等

51,101 看板・招待状・案内状・連絡通信等

18,085 湯茶・菓子・昼食代等

973,069 講師料等（交通費及び宿泊費含む）

71,646 生徒会・農ク展示等

34,000 保護者協賛行事等

8,986,866 

゜
姉妹校提携事業基金(22,876,887残）

゜
備品の購入（県へ寄贈）

゜
学習環境の整備（県へ寄贈）

47,562 豊橋・田原・赤羽根・渥美

7,630,329 記念誌作成費用（諸費含む）

239,776 同窓会名簿作成費用（諸費含む）

゜
（感謝状贈呈者項目に含む）

365,932 教育功労・永年勤続・高額協賛者等

232,651 教育功労・永年勤続・高額協賛者等

470,616 庭園整備費事業補助に係る経費

2,191,416 

2,191,416 事業報告（決算含）等会報郵送料

゜
各該当項目より支出

15,989,391 

※残金19,448,830円については、プロジェクター購入基金として、907,800円。残り18,541,030円を国際交流事業基金として繰入をする。なお、繰入後の国際交流事業資金は

平成13年2月2日現在41,417,917円となります。

愛知県立渥美農業高等学校創立50周年記念事業会計の諸帳簿及び証拠書等を検査の結果、適正かつ正確に執行されていましたので報告します。

平 成13年1月31日

監査（同窓会）田口 仁⑲ 監査(PTA) 藤井光芳⑮ 監査(PTA) 石川和廣＠




